
新
年
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
団
体
交
渉
の

結
果
、
再
雇
用
職
員
の
所

定
労
働
時
間
の
短
縮
方
針

の
撤
回
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。
当
局
の
理
不
尽
な
方

針
に
対
し
て
組
合
の
主
張

が
受
け
入
れ
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
大
き
な
成
果
だ

と
思
い
ま
す
。

無
期
転
換
問
題
に
つ
い

て
は
、
毎
年
雇
い
止
め
や

解
雇
が
生
じ
て
い
ま
す
。

係
争
中
の
訴
訟
が
、
１
月

に
は
結
審
し
３
月
に
判
決

が
出
さ
れ
ま
す
。
必
ず
や

勝
利
し
、
問
題
解
決
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

東
北
大
学
で
は
、
ボ
ー

ナ
ス
引
き
下
げ
、
人
件
費
・

人
員
削
減
、
サ
ー
ビ
ス
残

業
な
ど
、
教
職
員
の
労
働

強
化
と
待
遇
悪

化
が
進
み
、
諸

問
題
が
放
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
期
の
執
行
委

員
会
は
、
懸
案

で
あ
っ
た
「
要

求
と
提
案
」
を

と
り
ま
と
め
ま

し
た
。
こ
れ
を

学
内
に
広
め
、

意
見
を
さ
ら
に

集
約
し
、
要
求

実
現
、
組
織
拡
大
に
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

引
き
続
き
今
年
も
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
１
月
13
日
の
裁
判
は
、

交
通
機
関
の
事
情
に
よ
り

被
告
代
理
人
が
開
廷
時
刻

に
仙
台
地
裁
に
来
る
こ
と

が
で
き
ず
延
期
と
な
っ
た
）

前
半
は
、
２
０
２
１
年

人
事
院
勧
告
へ
の
対
応
で
、

丁
度
、
各
大
学
で
団
体
交

渉
が
始
ま
る
と
こ
ろ
で
、

有
益
な
作
戦
相
談
に
な
り

ま
し
た
。
ボ
ー
ナ
ス
の
切

り
下
げ
に
対
す
る
代
償
措

置
、
実
施
時
期
等
、
大
学

に
よ
っ
て
対
応
が
多
様
で

あ
り
、
労
使
の
討
議
が
重

要
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

後
半
は
教
員
年
俸
制
に

つ
い
て
、
主
に
評
価
の
方

法
に
つ
い
て
情
報
交
換
し

ま
し
た
。
大
学
に
よ
っ
て

は
、
評
価
強
化
の
た
め
に

年
俸
制
を
活
用
し
よ
う
と

し
て
お
り
、
注
意
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

な
お
定
年
延
長
に
つ
い

て
は
、
特
に
議
論
は
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
再
雇
用

の
待
遇
と
定
年
延
長
の
待

遇
の
下
回
る
方
の
改
善
が

必
要
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

（
執
行
委
員
長

片
山

知
史
さ
ん
）
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＊３月末の雇い止めを
するな！無期転換を！

＊４病院の再編・統合
反対！医療体制の充
実を！

教職員共済の紹介
＊総合共済＊火災・自然災害共済＊自動車共済

＊年金共済＊団体生命共済・医療共済

＊新終身共済 ＊交通災害共済 など

有期・短時間雇用の方も加入できます

「「要
求
と
提
案
」の
普
及
と
充
実
を

裁
判
は
い
よ
い
よ
判
決
へ

執
行
委
員
長

片
山
知
史
さ
ん

雇止め方針撤回の宣伝行動

皆
様
へ

２
０
２
１
年
５
月
に

「
非
正
規
職
員
は
消
耗
品

で
す
か
？
東
北
大
学
に
お

け
る
大
量
雇
止
め
と
の
た

た
か
い
」
を
出
版
し
ま
し

た
。
１
，
０
０
０
部
発
行
し
た
の
で
す
が
、
お
か
げ
様
で

ほ
ぼ
完
売
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

出
版
社
の
在
庫
分
を
取
り
寄
せ
、
約
80
部
が
手
元
に
あ

り
ま
す
の
で
、
お
求
め
の
方
は
ど
う
ぞ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

10
月
30
日

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

62
名
参
加

全
大
教
単
組
交
流
会

実
戦
的
な
情
報
交
換



１

身
分
保
障
と
労
働
条

件
の
改
善

１
・
１
必
然
性
・
相
当
性

の
な
い
、
解
雇
、
雇
い
止

め
、
待
遇
の
不
利
益
変
更

を
行
わ
な
い
こ
と

（
１
）
人
事
院
勧
告
に
追

従
し
た
だ
け
の
非
合
理
・

不
合
理
な
賃
下
げ
は
行
わ

な
い
こ
と
。

（
２
）
非
正
規
職
員
の
更

新
上
限
５
年
を
廃
止
し
、

５
年
を
超
え
た
希
望
者
全

員
を
無
期
転
換
す
る
こ
と
。

（
３
）
目
的
限
定
職
員
の

解
雇
回
避
努
力
を
行
う
こ

と
。

（
４
）
再
雇
用
職
員
の
所

定
就
業
時
間
短
縮
を
行
わ

な
い
こ
と
。
２
０
２
０
年

11
月
方
針
「
再
雇
用
職
員

に
お
け
る
所
定
労
働
時
間

の
短
縮
に
つ
い
て
」
を
撤

回
す
る
こ
と
。

（
５
）
残
業
実
態
を
把
握

し
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
ゼ

ロ
に
す
る
こ
と
。

（
６
）
人
件
費
は
財
政
全

体
か
ら
確
保
す
べ
き
で
あ

り
、
運
営
費
交
付
金
の
減

額
を
人
件
費
の
圧
縮
で
吸

収
し
よ
う
と
す
る
方
策
を

採
ら
な
い
こ
と
。

１
・
２
正
規
・
非
正
規
職

員
全
体
の
待
遇
を
改
善
す

る
こ
と

（
以
下
の
各
項
目
は
現
行

制
度
の
元
で
も
実
現
可
能

で
あ
り
、
早
急
な
実
現
を

求
め
る
。
）

１
・
２
・
１

教
職
員
の
待

遇
改
善

（
１
）
助
教
の
待
遇
改
善

の
た
め
の
緊
急
措
置
と
し

て
、
大
学
院
手
当
（
調
整

数
２
）
を
適
用
す
る
、
授

業
担
当
手
当
を
新
設
す
る

な
ど
、
本
給
調
整
額
や
手

当
で
の
改
善
を
行
う
こ
と
。

（
２
）
非
常
勤
講
師
の
年

齢
上
限
の
撤
廃
お
よ
び
待

遇
改
善
を
行
う
こ
と
。

（
３
）
永
年
勤
続
者
に
民

間
企
業
同
様
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
休
暇
（
節
目
の
年
齢

や
勤
続
年
数
で
の
一
定
の

ま
と
ま
っ
た
日
数
の
特
別

な
有
給
休
暇
）
を
与
え
る

な
ど
、
特
別
休
暇
制
度
を

拡
充
す
る
こ
と
。

（
４
）
地
域
手
当
を
多
賀

城
市
並
み
に
増
額
す
る
こ

と
。

（
５
）
一
定
の
資
格
を
要

求
す
る
一
般
職
員
、
限
定

正
職
員
、
非
常
勤
職
員
に

は
、
そ
の
ス
キ
ル
に
見
合
っ

た
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
。

１
・
２
・
２

病
院
職
員
・

看
護
師
の
待
遇
改
善

（
１
）
大
学
病
院
看
護
師

を
、
年
休
消
化
を
前
提
と

し
た
人
数
に
大
幅
に
増
員

す
る
こ
と
。
人
員
は
診
療

報
酬
制
度
に
お
け
る
「
7

対
1
」
配
置
基
準
ぎ
り
ぎ

り
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
労

働
基
準
法
で
最
低
保
障
さ

れ
た
年
次
有
給
休
暇
を
取

れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

（
２
）
大
学
病
院
看
護
師

の
超
過
勤
務
手
当
、
夜
間

看
護
手
当
を
増
額
す
る
こ

と
。
仙
台
圏
他
病
院
に
比

べ
て
手
当
額
が
明
ら
か
に

低
い
状
態
で
あ
る
。

（
３
）
看
護
師
の
年
休
時

季
指
定
を
保
障
す
る
こ
と
。

時
季
指
定
し
た
年
休
に
つ

い
て
は
基
準
日
を
越
え
て

時
季
変
更
す
る
こ
と
も
含

め
て
、
20
日
間
の
利
用
を

保
証
す
る
こ
と
。
年
休
消

化
を
希
望
し
な
が
ら
時
効

に
い
た
っ
た
年
休
に
つ
い

て
は
、
法
定
外
の
年
休
と

し
、
そ
の
積
立
制
度
を
新

設
す
る
こ
と
。

１
・
３

正
規
・
非
正
規
職

員
全
体
の
待
遇
を
改
善
す

る
こ
と

（
以
下
の
各
項
目
は
、
現

在
の
教
育
行
政
お
よ
び
政

治
状
況
の
下
に
あ
っ
て
は

早
急
な
実
現
は
困
難
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
い

ず
れ
も
必
要
な
改
善
で
あ

り
、
常
に
そ
の
実
現
の
道

を
探
る
べ
き
で
あ
る
。
）

（
１
）
助
教
の
た
め
に
新

給
与
表
を
設
け
待
遇
を
改

善
す
る
こ
と
。

（
２
）
限
定
正
職
員
の
給

与
を
現
状
の
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
の
水
準
か
ら
職

務
に
見
合
っ
た
水
準
に
引

き
上
げ
る
こ
と
。

（
３
）
５
年
等
の
任
期
付

き
教
職
員
は
リ
ス
ク
を
背

負
っ
て
お
り
、
リ
ス
ク
に

見
合
っ
た
高
い
給
与
水
準

と
す
る
こ
と
。

（
４
）
一
般
教
員
の
給
与

は
先
進
諸
国
の
中
で
著
し

く
見
劣
り
し
て
お
り
、
海

外
の
研
究
者
が
求
職
を
検

討
で
き
る
程
度
の
水
準
に
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東北労働金庫では

生活応援運動

「家計収支改善」

に取り組んでいます。

詳しくは東北労金に

お問い合わせください。

東北労働金庫本店営業部

０２２－２２７－１３１０

東
北
大
学
職
員
組
合
は
、
大
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究

の
発
展
と
、
そ
れ
を
支
え
る
私
達
の
生
活
・
労
働
条
件
の

向
上
を
め
ざ
す
た
め
、
以
下
の
と
お
り
要
求
す
る
と
と
も

に
提
案
し
ま
す
。



引
き
上
げ
る
こ
と
。

（
５
）
教
員
は
入
職
年
齢

が
高
く
生
涯
賃
金
が
低
く

な
る
こ
と
を
補
償
す
る
意

味
で
、
よ
り
給
与
水
準
を

引
き
上
げ
る
こ
と
。

（
６
）
一
般
職
員
の
給
与

水
準
は
、
中
央
省
庁
国
家

公
務
員
、
地
方
公
務
員
に

比
べ
て
低
い
ま
ま
で
あ
る

が
、
独
立
し
た
法
人
の
運

営
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い

水
準
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

２

教
育
研
究
条
件
の
改

善
教
育
・
研
究
・
医
療
の
支

援
体
制
を
強
化
し
、
十
分

な
教
育
研
究
条
件
を
整
備

す
る
こ
と

（
１
）
教
員
任
期
制
を
見

直
す
こ
と
。
特
に
助
教
全

員
を
任
期
付
と
し
て
き
た

部
局
等
に
お
い
て
は
、
そ

の
功
罪
を
検
証
し
必
要
な

改
善
を
行
う
こ
と
。

（
２
）
研
究
者
が
よ
り
研

究
に
専
念
で
き
る
支
援
体

制
を
確
保
す
る
こ
と
。
事

務
系
職
員
、
技
術
職
員
、

医
療
系
職
員
の

10
％
の
人

件
費
削
減
方
針
を
見
直
し
、

む
し
ろ
そ
の
増
員
・
強
化

を
図
る
こ
と
。

（
３
）
留
学
生
増
加
を
見

据
え
、
教
務
事
務
体
制
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
英

語
で
の
書
類
提
出
を
可
能

と
す
る
等
の
対
応
を
急
ぐ

こ
と
。

３

学
内
の
民
主
化
と
人

権
の
尊
重

学
内
の
す
べ
て
の
構
成
員

の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と

（
１
）
女
性
、
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
、
障
が
い
者
に

対
す
る
差
別
や
偏
見
を
根

絶
す
る
こ
と

。

（
２
）
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

根
絶
す
る
こ
と
。

（
３
）
組
合
活
動
に
対
す

る
支
配
介
入
や
組
合
加
入

妨
害
等
の
不
当
労
働
行
為

は
絶
対
に
行
わ
な
い
こ
と
。

（
４
）
学
内
で
の
言
論
の

自
由
、
表
現
の
自
由
を
保

障
す
る
こ
と
。

４
大
学
の
管
理
運
営
体

制
の
改
善

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式
を
見

直
し
、
全
構
成
員
に
よ
る

大
学
自
治
の
原
則
を
守
る

こ
と

（
１
）
研
究
者
人
事
を
学

長
・
理
事
に
よ
る
一
元
管

理
と
し
な
い
こ
と
。
教
員

選
考
過
程
に
お
け
る
本
部

報
告
制
度
を
撤
回
す
る
こ

と
。

（
２
）
総
長
選
考
に
お
け

る
意
向
投
票
制
度
を
維
持

し
、
意
向
投
票
の
結
果
を

総
長
選
考
会
議
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
。

（
３
）
部
局
長
の
選
出
過

程
に
お
け
る
意
向
投
票
制

度
を
維
持
す
る
こ
と
。

（
４
）
総
長
裁
量
経
費
を

圧
縮
す
る
と
と
も
に
部
局

へ
の
配
分
シ
ス
テ
ム
を
見

直
す
こ
と
。
総
長
裁
量
経

費
の
事
業
決
定
過
程
を
透

明
化
し
、
詳
細
な
収
支
決

算
を
毎
年
公
表
す
る
こ
と
。

（
５
）
事
務
統
合
・
縮
小

方
針
を
見
直
し
、
事
務
職

員
の
雇
用
と
労
働
条
件
を

安
定
さ
せ
、
研
究
教
育
支

援
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
。

５C
O
V
ID

❘19
感
染
症

関
連

継
続
す
るC

O
V
ID

❘19
感
染

拡
大
に
関
連
し
て
、
教
職

員
の
労
働
条
件
を
悪
化
さ

せ
な
い
こ
と

（
１
）
病
院
職
員
を
は
じ

め
と
し
た
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
に
対
す
る
手

当
を
支
給
す
る
こ
と
。

（
２
）C

O
V
I
D

❘
19
禍
に
関

連
し
た
看
護
休
暇
の
対
象

期
間
を
拡
大
す
る
こ
と
。

（
３
）
在
宅
勤
務
制
度
を

維
持
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
に
関
連
す
る
教
職
員
個

人
の
支
出
拡
大
に
対
応
し

た
手
当
を
支
給
す
る
こ
と

２
０
２
１
年
12
月
23
日

に
、
団
体
交
渉
を
行
い
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
交
渉
事
項
と

し
て
、

１

要
望
書
「
東
北
大
学

基
金
へ
の
寄
附
に
つ
い

て
自
発
性
の
保
障
を
も

と
め
る
要
望
書
」
に
つ

い
て

２

要
望
書
「
東
北
大
学

に
お
け
る
教
育
・
研
究
・

医
療
の
支
援
体
制
の
強

化
を
求
め
る
（
要
望
）
」

に
つ
い
て

３

総
長
裁
量
経
費
に
つ

い
て

４

無
期
転
換
問
題
に
つ

い
て

を
組
合
側
か
ら
申
し
入
れ

た
も
の
で
す
。
労
務
担
当

と
し
て
着
任
し
た
牛
尾
則

文
理
事
と
は
初
め
て
の
団

体
交
渉
で
し
た
。

交
渉
事
項
に
入
る
前
に
、

２
０
２
１
年
人
事
院
勧
告

へ
の
対
応
、
ボ
ー
ナ
ス
引

き
下
げ
見
送
り
の
経
緯
を

問
い
ま
し
た
が
、
２
０
２

２
年
の
６
月
ボ
ー
ナ
ス
に

反
映
さ
せ
る
可
能
性
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

各
交
渉
事
項
に
つ
い
て

は
、
理
事
の
強
弁
が
目
立

ち
ま
し
た
。
特
に
２
に
関

し
て
、
「
２
０
２
７
年
度

ま
で
に
事
務
系
職
員
、
技

術
職
員
で
、
各
々
10
％
の

人
件
費
を
削
減
す
る
方
針
」

に
つ
い
て
、
そ
の
根
拠
を

示
さ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
方

針
を
決
め
た
役
員
会
で
の

検
討
内
容
に
つ
い
て
は

「
流
動
的
な
数
字
を
含
み
、

非
公
開
と
し
て
い
る
」
と

し
て
、
説
明
を
拒
否
し
ま

し
た
。

本
団
体
交
渉
の
開
催
が

組
合
側
か
ら
の
申
し
入
れ

か
ら
１
月
以
上
経
過
し
た

こ
と
、
情
報
や
デ
ー
タ
を

示
さ
な
い
こ
と
は
、
不
誠

実
交
渉
に
該
当
す
る
こ
と

を
告
げ
、
継
続
交
渉
と
な

り
ま
し
た
。
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第３１回宮城はたらく女性のつどい
2月23日（水・祝）13時半～

仙台市市民活動サポートセンター６階

講師：上野千鶴子さん

（東京大学名誉教授）

３．８国際女性デー第62回宮城県集会
3月8日（火）18時15分～

エル・パーク仙台５階

講師：太田啓子さん

（弁護士）

団
体
交
渉

人
件
費
10
％
削
減
の

根
拠
示
さ
ず



宮
城
に
は
、
全
国
、
い

や
世
界
の
鳥
好
き
た
ち
に

知
ら
れ
た
名
所
が
あ
り
ま

す
。
伊
豆
沼
で
す
。
そ
の

ほ
と
り
に
は
、
伊
豆
沼
・

内
沼
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
、
渡
り
鳥

の
観
察
に
来
た
人
た
ち
が

集
い
ま
す
。

夏
の
「
は
す
ま
つ
り
」

も
有
名
で
す
が
、
冬
の
日

中
に
伊
豆
沼
セ
ン
タ
ー
に

行
く
と
、
大
体
、
「
オ
オ

ハ
ク
チ
ョ
ウ
や
マ
ガ
ン
は

見
え
る
ん
だ
け
れ
ど
、
遠

く
で
エ
サ
の
落
穂
を
つ
い

ば
ん
で
る
だ
け
で
、
物
足

り
な
い
な
あ
。
」
「
そ
も

そ
も
そ
ん
な
に
鳥
好
き
じ
ゃ

な
い
し
、
ハ
ム
で
も
買
っ

て
帰
る
か
。
」
と
い
う
よ

う
な
感
想
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
当
然
で
す
。
鳥
好

き
の
私
で
も
あ
ま
り
面
白

く
な
い
で
す
。

で
も
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て

く
だ
さ
い
。
日
が
暮

れ
る
ま
で
滞
在
し
て
、

夕
方
の
「
ね
ぐ
ら
入

り
」
を
見
て
か
ら
帰
っ

て
く
だ
さ
い
。
飛
来

し
て
い
る
10
万
羽
近

く
の
マ
ガ
ン
は
、
日

中
は
近
く
の
田
ん
ぼ

で
エ
サ
を
食
べ
て
い

る
の
で
す
が
、
次
々

に
沼
を
目
指
し
て
飛

ん
で
き
ま
す
。
そ
の

様
子
、
鳴
き
声
の
大
合
唱

は
圧
倒
的
で
す
。
昔
、
保

育
園
の
子
ど
も
を
連
れ
て

行
っ
た
時
、
普
段
の
生
活

と
あ
ま
り
に
も
違
っ
た
の

か
、
な
ぜ
か
笑
い
が
止
ま

ら
な
く
な
っ
て
、
ず
っ
と

「
お
ー
い
」
と
空
に
呼
び

か
け
て
い
ま
し
た
。

こ
り
ゃ
面
白
い
と
な
っ

た
方
に
は
、
朝
の
「
と
び

立
ち
」
が
お
す
す
め
で
す
。

夜
の
間
沼
で
過
ご
し
た
鳥

た
ち
は
、
日
の
出
を
合
図

に
、
エ
サ
を
求
め
て
一
斉

に
飛
び
立
ち
ま
す
。
朝
焼

け
の
空
を
鳥
た
ち
の
黒
い

影
が
埋
め
尽
く
し
、
鳴
き

声
の
大
合
唱
も
あ
い
ま
っ

て
、
ま
さ
に
絶
景
。
圧
倒

的
な
自
然
に
直
面
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
の
ス
ト
レ
ス
も

解
放
さ
れ
、
自
分
の
中
の

ワ
イ
ル
ド
ネ
ス
？
が
揺
さ

ぶ
ら
れ
る
こ
と
請
け
合
い

で
す
。

実
は
、
近
所
の
公
園
に

も
渡
り
鳥
は
来
て
い
ま
す
。

木
か
ら
葉
っ
ぱ
が
全
て
落

ち
て
、
鳥
が
よ
く
見
え
る

の
で
、
野
鳥
の
観
察
は
冬

か
ら
始
め
る
の
が
お
す
す

め
で
す
。
大
学
の
近
く
で

は
、
仙
台
市
博
物
館
の
奥

の
テ
ニ
ス
場
の
辺
り
が
良

い
フ
ィ
ー
ル
ド
で
す
。
暖

か
い
格
好
で
暖
か
い
飲
み

物
を
持
っ
て
、
こ
の
冬
は

「
鳥
見
」
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

の
第
66
回
日
本
母
親
大
会
❘

沖
縄
に
自
宅
か
ら
参
加
し

ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
と

い
う
こ
と
で
、
別
に
ど
こ

で
実
施
し
て
も
同
じ
、
あ

え
て
沖
縄
で
実
施
す
る
意

味
が
あ
る
の
か
、
大
会
会

場
に
行
く
こ
と
で
の
あ
の

独
特
の
熱
気
を
感
じ
ら
れ

な
け
れ
ば
参
加
の
だ
い
ご

味
も
薄
れ
る
の
で
は
と
、

期
待
薄
で
の
参
加
で
し
た

が
、
画
面
か
ら
沖
縄
の
音

楽
が
流
れ
、
音
楽
に
合
わ

せ
た
踊
り
が
流
れ
、
元
気

な
挨
拶
呼
び
か
け
に
、
十

分
沖
縄
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
だ
か
ら
こ
そ
多
く
の
参

加
が
あ
り
、
こ
れ
も
あ
り

か
な
と
感
じ
ま
し
た
。
各

地
か
ら
の
活
動
の
元
気
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
画
面
か
ら

溢
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
に

あ
っ
て
、
宮
城
県
の
筋
弛

緩
剤
事
件
の
守
大
助
さ
ん

の
お
母
さ
ん
か
ら
の
必
死

の
訴
え
は
、
胸
を
締
め
付

け
ら
れ
る
思
い
で
し
た
。

（
病
院
支
部中

川
佳
子
さ
ん
）

日
本
学
術
会
議
会
員
任

命
拒
否
問
題
か
ら
１
年
以

上
が
経
ち
ま
す
が
、
政
府

は
今
で
も
６
名
の
任
命
を

し
な
か
っ
た
経
緯
と
判
断

過
程
を
説
明
し
て
い
ま
せ

ん
。
東
北
大
学
職
員
組
合

は
当
然
抗
議
を
し
て
い
ま

す
が
、
東
北
大
学
で
教
育
・

研
究
に
携
わ
る
多
く
の
教

員
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を

ど
う
思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？

（
編

М
）

２
月
11
日
（
金
・
祝
）

２
．
11
信
教
・
思
想
・

報
道
の
自
由
を
守
る
宮

城
県
民
集
会

２
月
23
日
（
水
・
祝
）

第
31
回
宮
城
は
た
ら
く

女
性
の
つ
ど
い

３
月
８
日
（
火
）

３
．
８
国
際
女
性
デ
ー

第
62
回
宮
城
県
集
会

「
要
求
と
提
案
」
が
、

最
新
の
も
の
に
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
さ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

組
合
加
入
案
内
に
呼
応
し

て
、
早
速
加
入
申
し
込
み

が
届
い
て
い
ま
す
。
要
求

実
現
に
は
、
多
く
の
組
合

員
の
力
が
必
要
で
す
。
多

く
の
力
を
合
わ
せ
て
寅
年

で
す
か
ら
、
ト
ラ
イ
ト
ラ

イ
ト
ラ
イ
と
行
き
ま
し
ょ

う
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
編

ナ
カ
）
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伊
豆
沼
に

絶
景
を
見
に
い
こ
う

農
学
部
支
部

二
井

勇
人
さ
ん

編
集
後
記

今
後
の
日
程

ひ
きだ

し
2014年 お正月撮影

読
者
の
こ
え


